
サイエンス部や演劇部など文化面で活躍する県内の高校生が日頃

の取り組みを発表し合う ＣＨＥＭ ケム 佐賀６ が２月 佐賀市青

少年センターで開かれた 県内５校の生徒が参加し 活動発表のあと

パネルディスカッションや生徒同士の質疑応答で他校の生徒と交流

を深めた ＣＨＥＭ佐賀は高校生同士が互いの活動を知って刺激し

合い 活動が活性化する〝化学反応〟に期待する催しで 今年で６回

目 各校の発表やパネルディスカッションの内容を紹介する

佐賀西高 サイエンス部

化学の研究内容を発表
物理、化学、生物、地学の４班

で活動する佐賀西高サイエンス

部。日ごろの研究結果を競い合う

「全国高校総合文化祭」で昨年、

化学、地学の２部門で入賞した。

１年間の活動の流れを紹介し、体

育祭の部活動対抗リレーでフラス

コをバトンに白衣を着て走ってい

る写真を見せると会場から笑いが

起きた。

化学班の「脂肪酸」の研究を元

素記号や化学式を用いて発表。色

つき水に脂肪酸の水溶液を垂ら

し、脂肪酸の膜の広がりに合わせ

液体が透明になる様子を動画で流

した。研究テーマにした理由を聞

かれた２年の伊藤健登さん＝写真

左＝は、生物で習った「リン脂質」

の実験に、化学で習った「脂肪酸」

の実験を応用できないか考えたと

語った。

後輩の北島侑和さんは、「研究

を自分たちが引き継ぎ、後輩にも

継承できるよう、必要な知識を蓄

えています」と意欲を見せた。

伊万里農林高 畜産研究部

独自ブランド「炎どり」開発
伊万里農林高畜産研究部はナシ

やブドウ、伊万里牛など農畜産物

が有名な伊万里市の食観光に貢献

したいと考えた。地域で盛んな養

鶏に目を付け、学校独自のブラン

ドを開発。見た目がおいしくなる

よう赤みの強い肉を生成し、「炎

どり」と名付けて地元の焼き鳥店

などに納品している。

飼料の色により卵黄の色が変化

することから、唐辛子を与えて肉

の色を赤くしようと考えた。ニワ

トリは水を飲むと餌を食べる習性

があるので、辛い物を食べさせて

水を飲ませ、また餌を食べさせ

るという循環を作った。唐辛子

を与えたニワトリはほかのニワ

トリより若干の体重増加が見ら

れた。

2015年４月、地元の２店に初め

て納品し、これまでに７回納品し

ている。メンバーは今後、納品先

を増やし、地元・伊万里を食で盛

り上げるため「頑張ります」と胸

を張った。
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